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No.1307

月夜に照らされ、涼を味わう。
 ８月26日に５年ぶりに開催された藤岡地区納涼祭。
 和太鼓や三線演奏、八木節演奏などのさまざまな催しが行われました。
 来場者参加型の盆踊りが行われ、子どもから大人まで地域のつながりを感じられる夜となりました。



広報ふじおか　令和５年９月15日号広報ふじおか　令和５年９月15日号3 2

イ
ベ
ン
ト

手
話
言
語
の
国
際
デ
ー

ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　
９
月
23
日
は
手
話
言
語
の
国
際

デ
ー
で
す
。

　
市
民
・
地
域
・
社
会
全
体
が
一

つ
と
な
っ
て
手
話
言
語
に
対
す
る

理
解
を
広
め
る
取
り
組
み
と
し
て
、

ら
ら
ん
藤
岡
の
観
覧
車
を
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
し
ま
す
。

日
時
　
９
月
22
日
㈮
〜
24
日
㈰
午

後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

そ
の
他
　
天
候
の
状
況
に
よ
っ
て

は
、
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課（
☎
㊵
２

３
８
４
）

堀
越
二
郎
講
演
会

　
日
本
の
航
空
機
開
発
を
世
界
水

準
に
高
め
た
堀
越
二
郎
の
当
時
の

苦
悩
や
工
夫
を
紹
介
し
、
開
発
機

の
ス
ラ
イ
ド
投
影
を
し
ま
す
。

日
時
　
10
月
22
日
㈰
午
後
１
時
30

分
〜
３
時

会
場
　
み
か
ぼ
み
ら
い
館
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム

演
題
　
生
誕
１
２
０
年　
航
空
技

術
者　
堀
越
二
郎　
ヘ
ッ
ド
ラ
イ

ト　
テ
ー
ル
ラ
イ
ト

講
師
　
文
化
財
保
護
課
職
員

対
象
　
中
学
生
以
上
の
人

定
員
　
80
人（
先
着
順
）

参
加
料
　
無
料

そ
の
他
　
講
演
会
当
日
は
、
午
後

の
通
常
投
影
は
休
止
し
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
９
月

23
日
㈯
か
ら
み
か
ぼ
み
ら
い
館（
☎

㉒
５
５
１
１
）へ

市
文
化
協
会
文
化
祭
・
芸
術
祭

文
化
祭（
舞
台
発
表
）

日
時
・
内
容
　
▽
10
月
１
日
㈰
午

前
10
時
開
演
＝
民
謡
▽
10
月
８
日

㈰
午
前
10
時
開
演
＝
歌
謡
▽
11
月

３
日
㈷
午
前
10
時
開
演
＝
長
唄
・

日
舞
・
箏こ

と

・
尺
八
・
新
舞
踊
・
太

鼓
・
詩
吟
▽
11
月
５
日
㈰
午
後
１

時
開
演
＝
大
正
琴 

芸
術
祭

日
時
・
内
容
　
▽
10
月
27
日
㈮
〜

29
日
㈰
午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
最

終
日
は
午
後
３
時
ま
で
）＝
華
道
・

書
道
・
絵
画
・
繭
ク
ラ
フ
ト
・
刻

字
・
写
真
・
盆
栽
・
俳
句
の
作
品

展
示
、
姉
妹
都
市
石
川
県
羽
咋
市

文
化
協
会
の
作
品
展
示
▽
10
月
28

日
㈯
＝
藤
岡
茶
道
会
に
よ
る
茶
会

（
な
く
な
り
次
第
終
了
）

会
場
　
市
民
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ
　
市
文
化
協
会
事
務

局（
生
涯
学
習
課
内
☎
㉒
６
８
８

８
）ア

イ
タ
ッ
チ
交
流
会

　
独
身
男
女
の
出
会
い
の
場
を
提

供
す
る
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
10
月
22
日
㈰
午
前
11
時
受

け
付
け
、
午
前
11
時
30
分
〜
午
後

１
時
30
分（
予
定
）

会
場
　
諏
訪
神
社

対
象　
結
婚
の
意
思
の
あ
る
独
身

の
男
女（
男
性
は
市
内
在
住
ま
た

は
在
勤
の
人
）

定
員　
男
女
各
20
人（
抽
選
）

参
加
料　
▽
男
性
＝
４
０
０
０
円

▽
女
性
＝
１
５
０
０
円

そ
の
他　
申
込
期
間
終
了
後
に
申

込
者
全
員
に
詳
細
を
案
内
し
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
10
月

10
日
㈫
ま
で
に
参
加
申
込
書（
藤

岡
商
工
会
議
所
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）に
記
入
し
て

メ
ー
ル
・
フ
ァ
ク
ス
・
郵
送
で
藤

岡
商
工
会
議
所
女
性
会
事
務
局（
☎

㉒
１
２
３
０
メールcci14@

fujioka-
cci.or.jp

㉔
１
２
２
９
・
〒
375
―

０
０
２
４
藤
岡
市
藤
岡
８
５
３
―

１
）へ市

民
活
動
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
市
内
で
活
動
し
て
い
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体（
個
人
）・
Ｎ
Ｐ
Ｏ

の
発
表
や
活
動
紹
介
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
10
月
８
日
㈰
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
２
時

会
場
　
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー

内
容
　
▽
活
動
パ
ネ
ル
の
展
示
▽

手
話
な
ど
の
体
験
▽
手
芸
品
販
売

▽
尺
八
・
オ
カ
リ
ナ
・
太
鼓
な
ど

の
演
奏
▽
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
の
発
表

▽
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ク
イ
ズ

入
場
料
　
無
料

問
い
合
わ
せ
　
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
ウ
ィ
ズ

（
☎
㉒
８
８
８
３
）

図
書
館
情
報

問
☎
�
１
６
６
９

尾
瀬
の
お
い
た
ち
と
自
然
の
姿

　
尾
瀬
の
保
護
活
動
に
携
わ
る
講

師
が
、
そ
の
取
り
組
み
や
多
様
な

動
植
物
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

日
時
　
10
月
21
日
㈯
午
後
２
時
〜

４
時

会
場
　
図
書
館

講
師
　
須
永
智
さ
ん（
県
尾
瀬
保

護
専
門
委
員
）

定
員　
30
人（
先
着
順
）

申
し
込
み
　
９
月
21
日
㈭
か
ら
電

話
ま
た
は
直
接
図
書
館
へ

講
座
・
教
室

青
少
年
健
全
育
成
大
会

　
青
少
年
の
健
全
育
成
・
非
行
防

止
に
対
す
る
理
解
を
深
め
ま
し
ょ

う
。

日
時
　
10
月
４
日
㈬
午
後
６
時

会
場
　
み
か
ぼ
み
ら
い
館

講
師
　
吉
川
誠
司（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
１
１

０
主
宰
）

演
題
　
今
、
ス
マ
ホ
を
持
つ
子
ど

も
た
ち
に
起
き
て
い
る
事
実

対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

参
加
料
　
無
料

問
い
合
わ
せ
　
生
涯
学
習
課（
☎

㉒
６
８
８
８
）

後
期
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
教
室

日
時
　
10
月
16
日
〜
11
月
27
日
の

月
曜
日（
全
５
回
）午
後
１
時
30

分
〜
２
時
30
分（
11
月
６
日
・
20

日
を
除
く
）

会
場　
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
北
棟

講
師　
Ｉ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
さ
ん（
ベ
リ
ー

ダ
ン
ス
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

対
象
　
女
性

定
員
　
16
人（
先
着
順
、
最
小
実

施
人
数
10
人
）

※
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
受
講
も
可

参
加
料　
２
５
０
０
円

持
っ
て
く
る
物　
運
動
の
で
き
る

服
装
・
タ
オ
ル
・
飲
み
物

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
９
月

19
日
㈫
〜
29
日
㈮
に
藤
岡
地
方
ユ

ネ
ス
コ
協
会
事
務
局（
生
涯
学
習

課
内
☎
㉒
６
８
８
８
）へ

生
涯
現
役
塾「
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
体
験
教
室
」

日
時
　
11
月
１
日
㈬
・
８
日
㈬
・

22
日
㈬
午
前
９
時
〜
11
時

会
場
　
中
央
公
園
お
よ
び
市
民
ホ
ー
ル

対
象　
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
で

運
動
制
限
の
な
い
健
康
な
人

定
員　
10
人（
先
着
順
）

参
加
料　
無
料

持
っ
て
く
る
物　
運
動
の
で
き
る

服
装
・
運
動
靴
・
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
９
月

25
日
㈪
〜
10
月
５
日
㈭
に
電
話
で

元
気
長
寿
課（
☎
㊵
２
８
０
９
）へ

イ
ベ
ン
ト

図
書
館
情
報

健
康
福
祉

そ
の
他

講
座
・
教
室

募　
集

ス
ポ
ー
ツ

期間　令和６年９月８日㈰まで
番組・時間　▷はなかっぱ花さけ！パッカ～
ん宇宙旅行＝午前11時～11時30分▷宇宙
の旅人～Voyagers of space～＝午後１時
30分～２時15分▷南極ヒーリング～この
地球の果てで～＝午後３時～３時45分（各
回季節の星空の解説付き、約30～45分）
※開場は投影開始時間の15分前
会場　みかぼみらい館プラネタリウム
入場料　▷大人＝310円▷小・中学生＝
210円▷未就学児＝無料
問い合わせ　みかぼみらい館（☎㉒5511）

プラネタリウム
～新番組のご案内～

　この秋、高山社跡で、自分オリジナルの作品を作っ
て楽しむ工作体験イベントを開催します。
期日・体験内容・参加料　下表のとおり

時間　時間　午前10時～午後３時（受け付けは午後２時30分まで）午前10時～午後３時（受け付けは午後２時30分まで）
会場　会場　高山社跡　高山社跡　
定員　定員　各体験40人（先着順）各体験40人（先着順）
その他その他　　小学生以下は保護者同伴小学生以下は保護者同伴
※市外の人（高校生以下は無料）は入館料がかかります※市外の人（高校生以下は無料）は入館料がかかります
問い合わせ　問い合わせ　文化財保護課（☎文化財保護課（☎㉓5997㉓5997））

秋の高山社跡でわくわく秋の高山社跡でわくわくworkshopworkshop
―作って ・ 学んで楽しもう――作って ・ 学んで楽しもう―

期日 内容 参加料

10月22日㈰
繭クラフト作り 200円/回
桑の木スプーン作り 700円/回
竹灯籠作り 無料

11月５日㈰

繭クラフト作り 200円/回
シルクのミサンガ作り 無料
瓦コースター作り 1,500円/回
瓦手形作り 2,500円/回
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講
師　
中
川
和
昌
さ
ん（
高
崎
健

康
福
祉
大
学
准
教
授
）

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
人

参
加
料
　
無
料

申
し
込
み
　
９
月
29
日
㈮
ま
で
に

電
話
ま
た
は
直
接
ス
ポ
ー
ツ
課
へ

健
康
福
祉

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
日

　
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
の
う
ち
、

次
の
３
つ
を
実
施
し
ま
す
。

日
時　
10
月
２
日
㈪
午
前
10
時
〜

11
時
30
分

会
場　
市
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容
・
対
象　
①
健
康
マ
イ
レ
ー

ジ
ポ
イ
ン
ト
を
１
ポ
イ
ン
ト
付
与
＝

「
Ｇ
―
Ｗ
Ａ
Ｌ
Ｋ
＋
」で
９
月
中

に
24
万
歩
達
成
し
た
人
②
ゴ
ミ
袋

セ
ッ
ト
と
交
換
＝
健
康
マ
イ
レ
ー

ジ
ポ
イ
ン
ト
を
５
ポ
イ
ン
ト
貯
め

た
人
③
マ
イ
レ
ー
ジ
ポ
イ
ン
ト
の

さ
か
の
ぼ
り
付
与
＝
健
康
づ
く
り

課
が
担
当
す
る
対
象
の
検
診
を
受

け
た
時
に
マ
イ
レ
ー
ジ
ポ
イ
ン
ト

が
付
与
さ
れ
な
か
っ
た
人

持
っ
て
く
る
物
　
▽
健
康
マ
イ
レ
ー

ジ
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
▽
１
カ
月
24

万
歩
達
成
し
た
こ
と
が
分
か
る
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン（
①
の
み
）▽
マ

イ
レ
ー
ジ
ポ
イ
ン
ト
付
与
の
対
象

と
な
る
検
診
の
検
診
結
果（
③
の

み
）

そ
の
他
　
▽
②
は
年
度
内
で
１
人

１
回
の
み
と
な
り
ま
す
▽
③
に
お

い
て
、
さ
か
の
ぼ
り
付
与
が
で
き

る
の
は
、
年
度
内
に
受
け
た
検
診

の
み
と
な
り
ま
す

問
い
合
わ
せ
　
健
康
づ
く
り
課（
☎

㊵
２
８
０
８
）

市
社
会
福
祉
大
会

日
時
　
10
月
14
日
㈯
午
後
１
時
30
分

会
場
　
み
か
ぼ
み
ら
い
館

表
彰
式
典

　
地
域
福
祉
の
向
上
に
貢
献
し
た

人
や
団
体
へ
表
彰
状
・
感
謝
状
の

贈
呈
を
行
い
ま
す

記
念
講
演

演
題
　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
学
ぼ
う
〜
１

人
の
１
０
０
歩
で
は
な
く
み
ん
な

の
一
歩
〜

講
師　
富
所
哲
平
さ
ん（
群
馬
県

住
み
ま
す
芸
人
ア
ン
カ
ン
ミ
ン
カ

ン
）

定
員　
６
０
０
人（
先
着
順
）

参
加
料
　
無
料

問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課（
☎
㊵
２

２
９
７
）・
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
㉒
５
６
４
７
）

水道水を利用したマイクロ水力発電導入！

発電の仕組み

中央浄水場

南山配水池

約40ｍ

マ
イ
ク
ロ
水
力

発
電
シ
ス
テ
ム

募
集

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

Ｊ
ｗ
―
ｃ
ａ
ｄ
入
門
Ⅱ

日
時　
10
月
17
日
㈫
・
19
日
㈭
・

24
日
㈫
・
27
日
㈮
午
後
５
時
〜
８

時
15
分

内
容　
Ｊ
ｗ
―
ｃ
ａ
ｄ
で
レ
イ
ヤ
ー

操
作
を
含
ん
だ
図
面
を
描
く
ま
で

を
行
う
講
習

対
象
　
Ｊ
ｗ
―
ｃ
ａ
ｄ
で
本
格
的

な
操
作
を
習
得
し
た
い
人

持
っ
て
く
る
物
　
筆
記
用
具
・
テ

キ
ス
ト
・
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
ー

定
員
　
10
人（
先
着
順
）

申
込
期
限
　
９
月
26
日
㈫

日
時
　
10
月
17
日
㈫
〜
20
日
㈮
午

後
５
時
〜
８
時
15
分

内
容
　
３
次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ

（
Ｃ
ｉ
ｍ
ａ
ｔ
ｒ
ｏ
ｎ
）を
利
用
し

て
３
次
元
モ
デ
ル
作
成
か
ら
加
工

プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
ま
で
の
考
え
方

を
習
得
す
る
講
習

対
象
　
３
次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ

（
Ｃ
ｉ
ｍ
ａ
ｔ
ｒ
ｏ
ｎ
）の
基
本
的

な
操
作
を
習
得
し
た
い
人

持
っ
て
く
る
物
　
筆
記
用
具

定
員　
10
人（
先
着
順
）

申
込
期
限
　
９
月
26
日
㈫

エ
ア
ス
プ
レ
ー
塗
装
と
調
色
の
基
礎

日
時
　
10
月
17
日
㈫
〜
20
日
㈮
午

後
５
時
〜
８
時
15
分

内
容
　
エ
ア
ス
プ
レ
ー
塗
装
の
基

礎
を
習
得
す
る
講
習

対
象
　
エ
ア
ス
プ
レ
ー
塗
装
の
基

礎
を
習
得
し
た
い
人

持
っ
て
く
る
物　
筆
記
用
具
・
作

業
服
・
作
業
帽
・
保
護
具
な
ど

定
員
　
10
人（
先
着
順
）

申
込
期
限
　
９
月
26
日
㈫

Ｐ
ｈ
ｏ
ｔ
ｏ
ｓ
ｈ
ｏ
ｐ
入
門

日
時
　
10
月
18
日
㈬
・
25
日
㈬
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

内
容
　
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
上
や
印
刷

に
使
用
す
る
画
像
を
作
成
で
き
る

基
本
操
作
を
習
得
す
る
講
習

対
象
　
Ｐ
ｈ
ｏ
ｔ
ｏ
ｓ
ｈ
ｏ
ｐ
の

基
本
的
な
操
作
を
習
得
し
た
い
人

持
っ
て
く
る
物
　
筆
記
用
具
・
テ

キ
ス
ト

定
員
　
10
人（
先
着
順
）

申
込
期
限　
９
月
27
日
㈬

共
通
事
項

会
場　
高
崎
産
業
技
術
専
門
校（
高

崎
市
山
名
町
）

受
講
料
　
９
６
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（https://takatech.ac.jp

）

か
ら
受
講
申
込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
て
、
高
崎
産
業
技
術
専
門
校

（
☎
０
２
７
・
３
２
０
・
２
２
２

１
）へ

ス
ポ
ー
ツ

問
☎
�
８
２
１
３

体
力
測
定

日
時　
10
月
７
日
㈯
午
前
９
時
〜

10
時
30
分
、
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

会
場　
市
民
体
育
館

内
容　
▽
20
〜
64
歳
の
人
＝
握
力
・

上
体
起
こ
し
・
長
座
体
前
屈
・
反

復
横
跳
び
・
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
・
立

ち
幅
跳
び
▽
65
〜
79
歳
の
人
＝
握

力
・
上
体
起
こ
し
・
長
座
体
前
屈
・

開
眼
片
足
立
ち
・
10
ｍ
障
害
物
歩

行
・
６
分
間
歩
行

対
象
　
20
〜
79
歳
で
市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
人

参
加
料　
無
料

持
っ
て
く
る
物
　
運
動
の
で
き
る

服
装
・
上
履
き
・
タ
オ
ル
・
飲
み

物
な
ど

そ
の
他
　
本
測
定
の
記
録
は
国
民

の
体
力
・
運
動
能
力
の
現
状
を
把

握
す
る
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て

活
用
し
ま
す

申
し
込
み
　
事
前
に
電
話
で
ス
ポ
ー

ツ
課
ま
た
は
当
日
会
場
へ

ス
ポ
ー
ツ
医
科
学
講
演
会

日
時　
10
月
25
日
㈬
午
後
６
時
30

分
〜
８
時

会
場　
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
体
育
館

演
題　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
行

え
る
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ

（
Ｃ
ｉ
ｍ
ａ
ｔ
ｒ
ｏ
ｎ
）入
門

　藤岡市では、水道施設の有効活用と再生可
能エネルギーを有効利用するため、官民連携
によるマイクロ水力発電を導入しました。中
央浄水場（矢場）から送られてきた水を南山配
水池（藤岡）の送水管に取り付けられた装置に
より、約40ｍの高低差を利用して発電します。

県内市町村初！

導入による効果
▷年間約108トンの二酸化炭素削減
▷年間発電電力量は約211MWh（メガワット

アワー）で一般家庭約70世帯分に相当
▷売電収入の一部と施設使用料20年間で市へ
約1,000万円の収入
▷発電設備導入に伴い市へ固定資産税の収入

イ
ベ
ン
ト

図
書
館
情
報

健
康
福
祉

そ
の
他

講
座
・
教
室

募　
集

ス
ポ
ー
ツ

「10年、20年先の都市環境を創造するまちづくり」を
テーマとした藤岡市の施策を紹介します。

もっと知りたい！もっと知りたい！

藤岡市のこと 問い合わせ　秘書課（☎㊵2200）
経営課（☎㊵2814）

愛の献血にご協力ください。

日時　10月６日㈮午前９時30分～
11時30分、午後０時45分～３時
30分
会場　市保健センター
献血方法　200ml献血・400ml献血
対象　献血に協力できる人
※年齢、体重、貧血の有無などの
基準があり当日医師が判定します
その他　200ml献血は必要数が確
保されれば受付終了
申し込み　当日会場へ
問い合わせ　健康づくり課（☎㊵
2808）

市民献血
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高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種一部
公
費
負
担

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
全
身
症

状
が
強
く
肺
炎
な
ど
を
合
併
し
重

症
化
し
や
す
い
感
染
症
で
す
。
特

に
高
齢
者
に
な
る
ほ
ど
死
亡
率
が

高
く
な
り
ま
す
。
感
染
や
重
症
化

を
防
ぐ
た
め
に
は
、
予
防
接
種
を

受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

予
防
接
種
費
用
の
一
部
を
公
費

負
担
し
ま
す
の
で
、
対
象
者
は
実

施
期
間
内
に
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

実
施
期
間
　
10
月
１
日
㈰
〜
12
月

31
日
㈰（
各
医
療
機
関
の
休
診
日

は
除
く
）

実
施
医
療
機
関
　
左
表
の
と
お
り

対
象
　
市
内
在
住
で
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
人
▽
接
種
日
当
日

に
65
歳
以
上
▽
60
〜
64
歳
で
心
臓
・

腎
臓
・
呼
吸
器
・
免
疫
機
能
の
障

害
で
日
常
生
活
が
極
端
に
制
限
さ

れ
る（
基
準
あ
り
）

自
己
負
担
額　
１
２
０
０
円

事
前
連
絡
が
必
要
な
人　
▽
生
活

保
護
世
帯（
自
己
負
担
免
除
者
証

明
書
を
発
行
し
ま
す
）▽
市
の
予

診
票
が
必
要
▽
県
外
の
医
療
機
関

な
ど
で
接
種
を
希
望
す
る

そ
の
他
　
▽
一
部
公
費
負
担
で
接

種
で
き
る
回
数
は
１
回
で
す
▽
市

内
で
接
種
を
希
望
す
る
人
は
各
医

療
機
関
窓
口
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
▽
市
外（
県
内
）の
医
療
機
関

で
接
種
を
希
望
す
る
場
合
は
、
接

種
が
可
能
か
ど
う
か
を
医
療
機
関

に
確
認
し
て
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
　
健
康
づ
く
り
課（
☎

㊵
２
８
０
８
）

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

令
和
５
年
秋
開
始
接
種

　
９
月
20
日
か
ら
、
オ
ミ
ク
ロ
ン

株（
Ｘ
Ｂ
Ｂ
・
１
・
５
）対
応
１

価
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
始
ま
り
ま

す
。
対
象
者
に
は
接
種
券
が
送
付

さ
れ
ま
す
の
で
、
接
種
を
希
望
す

る
人
は
実
施
医
療
機
関
に
予
約
の

上
、
接
種
を
し
て
く
だ
さ
い
。

接
種
期
間　
９
月
20
日
〜
令
和
６

年
３
月
31
日（
予
定
）

会
場
　
市
内
外
の
か
か
り
つ
け
の

医
療
機
関
で
個
別
接
種

※
個
別
接
種
の
予
約
は
、
各
医
療

機
関
へ
電
話
な
ど
で
直
接
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い

対
象
　
初
回
接
種
を
終
了
し
た
生

後
６
カ
月
以
上
の
人

費
用　
無
料

そ
の
他　
未
使
用
の
接
種
券
が
あ

る
人
に
は
今
回
の
接
種
券
は
送
付

し
ま
せ
ん
。
接
種
を
希
望
す
る
人

は
、
未
使
用
の
接
種
券
を
使
っ
て

く
だ
さ
い
。
再
発
行
を
す
る
場
合

は
、
市
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
　
市
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー（
☎
㊵
８
０

２
４
）

そ
の
他

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
受
付

　
令
和
６
・
７
年
度
入
札
参
加
資

格
審
査
申
請（
定
期
申
請
）を
受

け
付
け
ま
す
。

申
請
の
種
類
・
期
間
　
▽
物
品
・

役
務
＝
10
月
２
日
㈪
〜
31
日
㈫
▽

測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
＝

12
月
６
日
㈬
〜
22
日
㈮
▽
建
設
工

事
＝
令
和
６
年
１
月
５
日
㈮
〜
30

日
㈫

※
土
・
日
曜
日
・
祝
日
は
除
く

登
録
有
効
期
間
　
６
年
４
月
１
日
〜

８
年
３
月
31
日

申
請
方
法
　「
ぐ
ん
ま
電
子
入
札

共
同
シ
ス
テ
ム
」の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
操
作
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
手
順

に
沿
っ
て
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
入
札
情

報
」の
ペ
ー
ジ
か
ら
も「
ぐ
ん
ま

電
子
入
札
共
同
シ
ス
テ
ム
」の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す

そ
の
他
　
小
規
模
契
約
希
望
者
登

録
制
度
の
更
新
手
続
き
は
、
６
年

２
月
ご
ろ
に
案
内
し
ま
す

問
い
合
わ
せ
　
契
約
検
査
課（
☎

㊵
２
２
２
３
）

粗
大
ご
み
有
料
回
収

収
集
日　
10
月
２
日
・
16
日
・
23

日
の
月
曜
日
の
午
後（
各
日
先
着

６
人
）

収
集
品
目
　
家
具
・
自
転
車
な
ど

収
集
制
限
　
各
家
庭
４
点
以
内

料
金
　
１
㎏
当
た
り
33
円（
消
費

税
込
み
）

そ
の
他
　
収
集
日
当
日
に
収
集
す

る
品
を
玄
関
先
に
出
し
て
く
だ
さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
９
月

22
日
㈮
か
ら
電
話
で
清
掃
セ
ン
タ
ー

（
☎
㉓
８
３
０
５
）へ

大
規
模
な
土
地
取
引
に
は

届
け
出
が
必
要
で
す

　
一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
を

行
っ
た
場
合
に
は
、
購
入
者
は
市

町
村
を
経
由
し
て
県
知
事
に
届
け

出
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

対
象
面
積
　
▽
市
街
化
区
域
内
＝

２
０
０
０
㎡
以
上
▽
市
街
化
区
域

以
外
の
都
市
計
画
区
域
内
＝
５
０

０
０
㎡
以
上
▽
都
市
計
画
区
域
外
＝

１
万
㎡
以
上

届
け
出
　
売
買
契
約
を
締
結
し
た

日
か
ら
起
算
し
て
14
日
以
内
に
都

市
計
画
課
へ

問
い
合
わ
せ
　
県
地
域
創
生
課（
☎

０
２
７
・
２
２
６
・
２
３
６
６
）・

都
市
計
画
課（
☎
㊵
２
８
２
４
）

野
生
動
物
に
注
意

　
ア
ラ
イ
グ
マ
や
キ
ツ
ネ
と
い
っ

た
野
生
動
物
が
、
住
宅
街
に
も
頻

繁
に
出
没
し
て
い
ま
す
。
も
し
見

か
け
て
も
、
危
険
な
の
で
む
や
み

に
近
づ
い
た
り
、
触
れ
た
り
し
な

い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
森
林
課（
☎
㊵
２

３
１
６
）

雇
用
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決

　
県
労
働
委
員
会
で
は
、
労
働
者

個
人
と
事
業
主
の
労
働
条
件
な
ど

に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル（
個
別
的
労

使
紛
争
）解
決
の
サ
ポ
ー
ト
を
し

て
い
ま
す
。
経
験
豊
か
な
あ
っ
せ

ん
員
が
両
者
の
間
に
立
ち
、
話
し

合
い
に
よ
る
解
決
を
目
指
し
ま
す
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

対
象
　
県
内
事
業
所
に
勤
務
す
る

労
働
者
・
県
内
事
業
所
の
事
業
主

対
象
事
案
　
解
雇
・
雇
い
止
め
・

配
置
転
換
・
懲
戒
処
分
・
パ
ワ
ハ

ラ
な
ど
の
労
働
に
関
す
る
紛
争

費
用
　
無
料

問
い
合
わ
せ
　
県
労
働
委
員
会
事

務
局（
☎
０
２
７
・
２
２
６
・
２

７
８
３
）

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
・

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ

　
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市
町

村
の
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
や
環
境

対
策
、
高
齢
化
対
策
な
ど
地
域
住

民
の
福
祉
向
上
に
使
わ
れ
ま
す
。

発
売
期
間
　
９
月
20
日
㈬
〜
10
月

20
日
㈮

抽
せ
ん
日
　
10
月
27
日
㈮

当
せ
ん
金
　
▽
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ

ン
ボ
宝
く
じ
＝
最
高
５
億
円（
前

後
賞
含
む
）▽
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ

ン
ボ
ミ
ニ
＝
最
高
５
０
０
０
万
円

（
前
後
賞
含
む
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
専
用

宝
く
じ「
ク
イ
ッ
ク
ワ
ン
」

　
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
私
た
ち

の
街
の
公
共
事
業
な
ど
に
役
立
て

ら
れ
て
い
ま
す
。
購
入
方
法
や
賞

金
条
件
な
ど
に
つ
い
て
は
宝
く
じ

公
式
サ
イ
ト（
下
記
２

次
元
コ
ー
ド
）を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

発
売
期
間　
通
年
発
売

イ
ベ
ン
ト

図
書
館
情
報

健
康
福
祉

そ
の
他

講
座
・
教
室

募　
集

ス
ポ
ー
ツ

医療機関 電話番号
あいおいクリニック ☎㉔8811
アイリス診療所 ☎㉒2542
秋山医院 ☎㉒8315
飯田整形外科医院 ☎㉒5770
飯塚クリニック ☎㊵7700
石川医院 ☎㊵2535
石渕皮膚科クリニック ☎㊿4012
くすの木病院 ☎㉔3111
栗原胃腸科外科医院 ☎㊵2299
小山医院 ☎⑳1200
斎藤医院 ☎㉒0765
さわだ医院 ☎㊸1888
篠塚病院 ☎㉓9261
しののめクリニック ☎㉒8851
島田クリニック ☎㉓0005
しろやしき内科 ☎㊿8320
すぎやまメディカルクリニック ☎⑳1666

医療機関 電話番号
田原内科クリニック ☎㉓2552
戸塚クリニック ☎⑳1800
中島整形外科クリニック ☎㉔1777
中田医院 ☎㉒0385
根岸産婦人科小児科医院 ☎㉔1111
原内科クリニック ☎㊵2255
光病院 ☎㉔1234
深沢内科医院 ☎㉒6555
藤岡外科内科クリニック ☎㉒1356
星野医院 ☎㉒0116
松山耳鼻咽喉科・気管食道科医院 ☎㉔3387
薬師寺整形外科クリニック ☎⑳1555
やまうち内科 ☎㉔5792
山崎外科医院 ☎㉒1331
よしだ内科クリニック ☎㊿8958
鬼石病院 ☎�3121
藤岡総合病院 ☎㉒3311

表　インフルエンザ予防接種実施医療機関

運動の重点項目
◆こどもと高齢者を始めとする歩行者の安全の確保◆こどもと高齢者を始めとする歩行者の安全の確保
▷▷信号機や信号機や横断歩道のある場所を横断し、道路
を横断するときは手を上げるなどして、運転者
に対して横断する意思を明確に伝え、安全を確

認しながら横断する
▷夕暮れ時や夜間の外出
は明るく目立つ色の服や
反射材などを着用する
▷こどもは、道路では、「飛
び出さない・遊ばない」
▷高齢者は、加齢に伴う
身体機能の変化を理解し、身体機能の変化を理解し、
安全な交通行動を実践す安全な交通行動を実践す

るための交通安全教育を積極的に受講する
◆夕暮れ時と夜間の交通事故防止及び飲酒運
転等の根絶
▷日没時間が早まることから、運転者は早め
にライトを点灯しましょう
▷運転者は、飲酒運転の危険性や違法性を認
識し、「飲酒運転を絶対にしない・させない」と「飲酒運転を絶対にしない・させない」と
いう強い意志を持ちましょういう強い意志を持ちましょう
◆自転車等のヘルメット着用と交通ルール遵◆自転車等のヘルメット着用と交通ルール遵
守の徹底守の徹底
▷群馬県交通安全条例に基づき、自転車保険▷群馬県交通安全条例に基づき、自転車保険
に加入するとともに、 乗車用ヘルメットの着に加入するとともに、 乗車用ヘルメットの着
用に努めましょう用に努めましょう
問い合わせ問い合わせ　地域安全課（☎　地域安全課（☎㊵2245㊵2245））

秋の全国交通安全運動の実施秋の全国交通安全運動の実施 ９月21日㈭～30日㈯
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健
康
づ
く
り
課（
☎
�
２
８
０
８
）

る
こ
と
で
減
塩
に
つ
な
が
り
ま
す

○
野
菜
と
果
物
を
摂
取
し
ま
し
ょ

う
＝
野
菜
は
１
日
３
５
０
ｇ
程
度
、

果
物
は
１
日
に
２
０
０
ｇ
程
度
の

摂
取
が
目
標
で
す

○
適
度
な
運
動
を
し
ま
し
ょ
う
＝

生
活
習
慣
病
予
防
に
は
１
日
８
０

０
０
歩
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
な

か
な
か
運
動
に
取
り
組
め
な
い
人

は
１
日
１
０
０
０
歩
プ
ラ
ス
す
る

と
良
い
で
し
ょ
う

○
適
正
体
重
を
維
持
し
ま
し
ょ
う
＝

Ｂ
Ｍ
Ｉ
22
を
目
標
に
し
ま
し
ょ
う

（
Ｂ
Ｍ
Ｉ
＝
体
重
㎏
÷（
身
長
ｍ
×

身
長
ｍ
））

○
禁
煙
し
ま
し
ょ
う
＝
い
つ
始
め

て
も
効
果
が
あ
り
ま
す

○
飲
酒
は
適
量
に
し
ま
し
ょ
う
＝

日
本
酒
換
算
で
１
日
１
合
、
ビ
ー

ル
な
ら
５
０
０
㎖
が
適
量
で
す

○
十
分
な
休
息
を
取
り
ま
し
ょ
う

　
改
め
て
自
身
の
生
活
習
慣
を
見

直
し
、
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
。

　
高
血
圧
は
成
人
の
３
人
に
１
人

が
な
る
病
気
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
高
血
圧
を
放
っ
て
お
く
と
命

に
関
わ
る
重
大
な
病
気
を
引
き
起

こ
す
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
高

血
圧
く
ら
い
と
軽
く
見
て
い
る
と

重
大
な
病
気
に
つ
な
が
る
と
と
も

に
生
活
の
質
が
低
下
し
、
医
療
費

も
た
く
さ
ん
か
か
り
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
の
市
国
民
健
康
保

険
加
入
者
の
１
人
当
た
り
の
医
療

費
は
３
万
57
円
で
し
た
。
県
内
平

均
と
比
べ
て
お
お
よ
そ
２
５
０
０

円
も
高
い
状
態
で
す
。（
国
保
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
よ
り
）

高
血
圧
予
防

○
減
塩
し
ま
し
ょ
う
＝
高
血
圧
の

人
は
１
日
６
ｇ
未
満
が
目
標
で
す
。

群
馬
県
民
は
、
食
塩
摂
取
量
を
目

標
よ
り
２
～
３
ｇ
余
分
に
摂
取
し

て
い
ま
す
。
加
工
食
品
を
控
え
た

り
、
麺
類
の
汁
物
を
残
し
た
り
す

健
康
増
進
普
及
月
間

　　
厚
生
労
働
省
は
９
月
１
日
か
ら

30
日
ま
で
の
１
カ
月
間
を
「
健
康

増
進
普
及
月
間
」
と
定
め
て
い
ま

す
。
市
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
、
40
歳
以
上
の
人
を
対

象
と
し
た
特
定
健
康
診
査
の
受
診

率
は
県
内
で
も
低
い
傾
向
で
す
。

年
に
１
回
健
（
検
）
診
を
必
ず
受

け
、
自
身
の
健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ

ク
し
ま
し
ょ
う
。

市
の
健
康
課
題

○
市
の
健
康
課
題
＝
▽
多
量
の
飲

酒
を
す
る
人
が
多
い
▽
野
菜
摂
取

量
が
少
な
い
▽
塩
分
を
取
り
過
ぎ

て
い
る
▽
運
動
習
慣
が
な
い
人
が

多
い

　
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
高
血
圧
の

原
因
と
な
り
、
市
で
の
健
診
結
果

や
介
護
の
有
病
率
に
お
い
て
、
高

血
圧
の
人
が
非
常
に
多
い
で
す
。 ９

月
は「
健
康
増
進
普
及
月
間
」で
す

し
ま
し
ょ
う
。
相
談
す
る
こ
と
で

早
期
解
決
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
認
知
症
高
齢
者
の
居

場
所
づ
く
り
や
養
護
者
の
ス
ト
レ

ス
軽
減
、
交
流
・
情
報
交
換
の
場

と
し
て「
ふ
じ
お
か
ほ
っ
と
カ
フ
ェ
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
認

知
症
に
対
す
る
正
し
い
理
解
を
広

め
る
こ
と
を
目
的
に
「
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を
定
期
的

に
実
施
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に

一
般
市
民
や
学
生
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
人
が
受
講
し
て
い
ま
す
。

　
ふ
じ
お
か
ほ
っ
と
カ
フ
ェ
や
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
に
つ

い
て
は
、
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
も
随
時
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
人
権
を
守
る

　

高
齢
者
の
介
護
は
、
肉
体
的
・

精
神
的
に
１
人
で
負
担
す
る
こ
と

は
難
し
い
で
す
。
高
齢
者
の
人
権

を
守
る
た
め
に
は
、
地
域
で
支
え

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
自
分

自
身
が
関
係
な
い
と
思
わ
ず
に
、

高
齢
者
や
養
護
者
に
寄
り
添
い
、

サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

他
当
該
高
齢
者
か
ら
不
当
に
財
産

上
の
利
益
を
得
る
こ
と

　
高
齢
者
虐
待
の
現
状

　
県
で
は
毎
年
、
同
法
に
基
づ
き

高
齢
者
虐
待
の
調
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。
令
和
３
年
度
の
養
護
者
に

よ
る
虐
待
の
通
報
件
数
は
３
０
９

件
と
過
去
最
多
と
な
っ
て
い
ま
す
。

事
実
確
認
を
行
い
、
虐
待
で
あ
る

と
判
断
さ
れ
た
の
は
１
１
５
件
で

し
た
。虐
待
の
発
生
要
因
と
し
て
、

虐
待
者
側
は
「
介
護
疲
れ
・
介
護

ス
ト
レ
ス
」、被
虐
待
者
側
は
「
認

知
症
の
症
状
」
が
最
も
多
い
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

　
調
査
の
結
果
か
ら
、
養
護
者
の

負
担
と
ス
ト
レ
ス
の
軽
減
、
認
知

症
に
対
す
る
理
解
の
重
要
性
が
明

ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
介
護
保

険
に
は
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
や
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー

ビ
ス
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
利
用
す

る
こ
と
で
介
護
負
担
や
ス
ト
レ
ス

を
軽
減
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
介
護
を
す
る
際
の
悩
み

や
不
安
を
打
ち
明
け
る
こ
と
も
重

要
で
す
。
１
人
で
抱
え
込
ま
ず
、

周
囲
の
人
や
市
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
相
談
窓
口
に
相
談

高
齢
者
虐
待
防
止
法

　
「
高
齢
者
に
対
す
る
虐
待
の
防

止
、
高
齢
者
の
養
護
者
に
対
す
る

支
援
等
に
関
す
る
法
律
（
高
齢
者

虐
待
防
止
法
）」
で
、養
護
者
（
高

齢
者
を
現
に
養
護
す
る
者
で
あ
っ

て
養
介
護
施
設
従
事
者
等
以
外
の

も
の
）
に
よ
る
次
の
行
為
を
高
齢

者
虐
待
と
し
て
定
義
し
て
い
ま
す
。

①
身
体
的
虐
待
＝
高
齢
者
の
身
体

に
外
傷
が
生
じ
、
又
は
生
じ
る
お

そ
れ
の
あ
る
暴
力
を
加
え
る
こ
と

②
介
護
・
世
話
の
放
棄
・
放
任
＝

高
齢
者
を
衰
弱
さ
せ
る
よ
う
な
著

し
い
減
食
、
長
時
間
の
放
置
、
養

護
者
以
外
の
同
居
人
に
よ
る
虐
待

行
為
の
放
置
な
ど
、
養
護
を
著
し

く
怠
る
こ
と

③
心
理
的
虐
待
＝
高
齢
者
に
対
す

る
著
し
い
暴
言
又
は
著
し
く
拒
絶

的
な
対
応
そ
の
他
の
高
齢
者
に
著

し
い
心
理
的
外
傷
を
与
え
る
言
動

を
行
う
こ
と

④
性
的
虐
待
＝
高
齢
者
に
わ
い
せ

つ
な
行
為
を
す
る
こ
と
又
は
高
齢

者
を
し
て
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
さ

せ
る
こ
と

⑤
経
済
的
虐
待
＝
養
護
者
又
は
高

齢
者
の
親
族
が
当
該
高
齢
者
の
財

産
を
不
当
に
処
分
す
る
こ
と
そ
の

10月の休日当番医 診療時間は午前９時～午後６時　歯科医院は午前９時～正午
※当番医は変更になる場合があります。連絡の上、受診してください

日 医療機関 産婦人科 歯科

１日㈰ くすの木病院
旭町・☎�3111

中 田 医 院
旭 町・ ☎ �0385

く す の 木 病 院
旭 町・ ☎ �3111

８日㈰ 星 野 医 院
仲 町・ ☎ �0116

根岸産婦人科小児科医院
中栗須・☎�1111

よしだ内科クリニック
白 石・ ☎ �8958

藤 岡 総 合 病 院
中栗須・☎�3311

ほりぐち歯科医院
下栗須・☎�8566

９日㈷ 篠 塚 病 院
篠 塚・ ☎ �9261

あいおいクリニック
芦田町・☎�8811

おおすかこどもクリニック
芦田町・☎�8676

里村歯科クリニック
高崎市吉井町・☎027・387・8114

15日㈰ 光　　病　　院
本郷・☎�1234

すぎやまメディカルクリニック
下大塚・☎⑳1666

光 病 院
本 郷・ ☎ �1234

中村歯科クリニック
中大塚・☎�0055

22日㈰ 鬼 石 病 院
鬼 石・ ☎ �3121

飯塚クリニック
下戸塚・☎�7700

原内科クリニック
下戸塚・☎�2255

西 泉 歯 科 医 院
上栗須・☎�0418

29日㈰ くすの木病院
旭町・☎�3111

栗原胃腸科外科医院
神 田・ ☎ �2299

長谷川歯科クリニック
高崎市吉井町・☎027・320・3400

　◎救急テレホンサービス（☎㉓6699）　緊急に対応できる医療機関を24時間案内します

問い合わせ　生涯学習課（☎�6888）
　　　　　　市地域包括支援センター
　　　　　　（元気長寿課内☎�2287）

～高齢者の人権～
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ま
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。
投
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は
ハ
ガ
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に

１
作
品
、
未
発
表
の
自
作
の
み
。
紙
面
の
都
合

上
掲
載
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
が
ご
了
承

く
だ
さ
い
。（
選
者
：
木
下
涼
薫
）
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書
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）

作品に住所、氏名（ふりがな）、年齢（小・中学生の場合は学年）、
電話番号を明記し〒375-8601（住所不要）市役所秘書課広報広聴係
「文芸の里」応募係まで

日常生活に関する悩み事、困り事の相談を
無料で受けます。相談員は各分野の専門家
で、秘密は厳守します。

ったときの無料相談困
10月の日程

旅
の
宿
風
と
語
ら
う
夏
座
敷�

宮
澤　
静
枝

ひ
ま
わ
り
や
太
陽
追
っ
て
私
見
ず�

石
関　
花
音

母
と
来
し
堤
に
咲
け
る
彼
岸
花�

石
井　
敏
英

か
き
ご
お
り
か
り
か
り
し
て
る
お
い
し
い
な�

眞
下　
琴
町

な
つ
や
す
み
う
み
で
く
ら
げ
に
さ
わ
っ
た
よ�

田
仲　
結
芽

カ
ブ
ト
ム
シ
あ
し
が
ギ
ザ
ギ
ザ
い
た
い
な
あ�

岡
部　
匠
馬

（
中
学
生
）

（
小
学
生
）

（
小
学
生
）

（
小
学
生
）

敬
称
省
略

人口

男……………30,597人（-46）
女……………31,771人（-20）
計……………62,368人（-66）
世帯数……27,867世帯（-3）

令和５年９月１日現在
（）内は前月比

納税

固定資産税…３期
国民健康保険税…３期
介護保険料…３期
後期高齢者医療保険料…３期

期日：10月２日

火災 救急 2,437件
（+325）

27件
（+10）

数字は令和５年１月からの累計（概数）です。

まだまだ熱中症に気を付けましょう！

火災・救急
令和５年８月31日現在

（）内は前年比

交通事故
令和５年８月31日現在

（）内は前年比

人身
事故

168件
（+15）

物損
事故

818件
（+6）

９月21～30日秋の全国交通安全運動
急いでる　焦る気持ちが　事故を呼ぶ
自転車も　心がけよう　ゆずりあい

数字は令和５年１月からの累計（概数）です。

相談 期日 時間 会場 申し込み 問い合わせ

法律相談
６日㈮
12日㈭
20日㈮
26日㈭

午後
１時～４時
26日は午後
１時～３時

市役所本庁舎
６日は９月26日㈫、
12日は10月２日㈪、
20日と26日は10月
10日㈫から

地域づくり課
（☎�2211）行政相談

11日㈬
18日㈬
19日㈭

午後
２時～４時

市役所本庁舎
19日は地域づくり
センター鬼石

当日会場へ

人権相談 13日㈮
27日㈮

午後
１時～３時 市役所本庁舎 当日会場へ

不動産相談 18日㈬ 午後
１時30分～３時 市役所本庁舎 事前に予約が必要です

心配ごと相談 11日㈬
25日㈬

午後
１時～４時 総合学習センター北棟 当日会場へ

市社会福祉協議会
（☎�5647）結婚相談 ７日㈯

19日㈭
午後
１時～４時 総合学習センター北棟

印鑑とスナップ写真
（Ｌ版）を持って、
当日会場へ

相続・遺言相談 17日㈫ 午後
１時～３時30分 総合学習センター北棟 事前に予約が必要です

青少年相談
毎週

月～金曜日
午前９時～
� 午後４時 青少年センター

（市教育庁舎内）

電話・面接・LINE（ア
カウント名：藤岡市
青少年センター）でも
受け付けます

青少年センター
（☎�4150）毎週

土・日曜日
午後
１時～４時

教育相談 毎週
月・水・木曜日

午前９時～
� 午後４時

教育研究所
（市教育庁舎内）

電話でも面接でも
受け付けます

教育研究所
（☎�9801）

家庭児童相談 毎週
月～金曜日

午前９時～
� 午後４時 市保健センター 電話で子ども課へ 子ども課

（☎�2268）
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